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5．考察 ： 

１介護職が行うシーティングの知識と技術 

 ２介護職が行うシーティングをすすめるための支援体制 

 ３座位移乗をもっと普及させるために 

６．おわりに 

 

 
添付資料 

① 研究協力福祉用具メーカー 

③　CD-ROM「スライディングボードを使った移乗」 

④　平成15年２月22日実施「介護職のためのシーティング研修会」
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１．はじめに 

 なぜ縛るのか？車椅子ベルトによる身体拘束をどうすればやめることができるのか？に答えるために、筆者ら

は、平成１３年度に「縛らない介護意識調査」を行い、日本介護福祉学会で「縛らない介護のための特別講座」を

企画し、平成１４年度は「縛らない介護のための知識と技術を普及するためのインターネット版教科書作成」をす

すめる予定である。 

これまでの研究で見えてきたことは、「車椅子ベルトは拘束だからやめなさい」と言うだけでは拘束なくならない

ということだ。現場を変えるためには、実践で「ベルトなしで座る、シーティングはこうすればうまくいく」とい

う方法を見せる必要がある。車椅子ベルトなしで、しかも、すべり座りをさせずに快適に座位保持をする具体的方

法について、その現場で成功事例を見せることは、その事例への直接援助であり、その施設の介護職の意識を変え

る生きた学びの場であるに違いない。 

 

２．研究目的 

本研究の目的は次の５点にある。①シーティングに問題を持つ事例を直接援助し問題解決を図ること。②介護

職のもつべきシーティングに関するアセスメント視点について整理すること。③スライディング・ボードやスライ

ディングシート等を使った座位移乗の方法について普及をはかること。④座面や背面を支えるクッションや座位保

持装置等、福祉用具活用を推進すること。⑤現場の介護職と、シーティングのプロ（特別の教育を受けた理学療法

士や作業療法士）と、福祉用具メーカーとのネットワークのあり方を模索すること。 

 

３．研究方法 

１シーティング援助を要する事例に対する事例研究 

１）研究期間：平成１４年９月から平成１５年３月 

２）研究対象：シーティングに問題をもつ７事例(Ａ、Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ事例)、車椅子にすべり座りをし

ている事例や痛みを訴える事例や車椅子ベルトをつかっている事例など、特別養護老人ホームの居住事例。 

  別途、施設からスライディングボードによる座位移乗を試したい１事例（Ｉ事例）が途中で増えた。 

３）事例を絞り込んだ経過：事例選定にあたって、まず最初に、研究協力施設へ研究内容を説明し、事例の選定

を依頼した。当初、事例選定の条件として次のような条件で、１施設あたり１・２事例に絞りこもうと施設と話

し合ったが、コミュニケーションが図れる人とすると対象が狭まって該当事例を探すのが困難、と言われた。 

＜当初の事例選定条件＞ 

A要件（次の①～⑤のどれかにあてはまる人）に該当する人のうち、コミュニケーションが図れ、研究に

協力していただけるそうな方に対して、座位評価を行い、背もたれがあれば手を離して座れる人を事例対

象とする。 

①安全ベルトを使っている人。 

②日中、多くの時間を車椅子に座ってすごしている人。 

③車椅子や椅子に座っていると姿勢がくずれ、斜めに傾いたり、すべり落ちそうになる人。 

④褥そうがある人、お尻の痛みや不快感を訴える人（もじもじする人） 

⑤水や食べものが口に上手に入らないでこぼれることの多い人 

そこで、現実的には下記のような条件で事例を探すこととした。 

＜現実的におこなった事例選定条件＞ 

①シーティング援助を必要とする事例（車椅子ベルトを使っている事例や、車椅子にすべり座りのまま一日

をすごしている事例や、臀部の痛みを訴えている事例や、体が斜めに倒れてきて手で支えて座っている事

例など）、かつ、②本人や家族から研究協力への同意を得られる事例 

事例数は、当初、１施設１・２事例とする予定であったが、座位保持がうまくいかずに困ってい事例が多く示

され、結局、１施設から３事例、２つ目の施設から４事例、と７事例を対象とすることとなった。 

 



２事例研究の具体的な方法 

１）どんな事例がどのようなシーティングに関する問題を持っているのか、問題の背景要因を情報収集する。 

①対象事例からの情報収集 ⅰシーティングに関して困っていることや痛み、ⅱ要望・願いを聞き、ⅲ本人のベ

ッドから起き上がり座位になり、車椅子へ移乗するまでの一連の動作、ⅳ座位保持能力（足が床面につく高さの

ベッドに端座位になってもらって、１両手を離して座れるか、２手で支えて座れるか、３自力で座れないか、の

３段階のどのレベルにあるか）、ⅴプッシュアップができるかどうか、ⅵ座位姿勢がどうくずれてくるのか、を目

の前で行ってもらって動作や座位能力の現状を確認した。 

②施設職員からの情報収集 ⅰ介護職のシーティング支援の対象とした理由（どんなことに困っていてどうした

いと思っているか）、ⅱ事例の障害や疾病、ⅲ座っている時間、ⅳ姿勢のくずれがどうおこってくるか、ⅴ現在の

介護方法 

③現在使っている車椅子、クッション、移動方法の確認 

④座っている姿勢（どう傾きどうずれているのか）写真撮影を行い、客観的データの収集 

⑤ＦＳＡ測定（注Force Senitive Applications , カナダのVERG社が開発した座面圧測定機械。やわらかい表

面にどのように圧力がかかっているのかを測定するセンサー入りマットと、パソコンソフトで構成されている。

圧がかかっている部分がそれぞれの色で示され、強く圧がかかると赤色になる。）を行い、座面圧が今どのように

かかっているのか、視覚で把握し、測定した。 

 

２）研究会での事例検討 

シーティングのプロ（廣瀬先生、木之瀬先生、吉川先生）と、事例居住施設の理学療法士と介護職員が参加して

の事例検討を行った。事例検討では、なぜこのような姿勢のくずれが起こってくるのかをアセスメントし、助言を

得ながら、問題解決のための援助計画を立案した。同時に、福祉用具を選定する助言をもらった。 

 

３）実践および経過観察 

シーティングの現状を変えるのに役立つだろうと思われる、新しいクッション・新しい車椅子･新しい椅子などを

③福祉用具メーカーの協力を得ながら、事例のシーティング援助に有効だろうと思われる新しいクッションや新し

い車椅子をレンタルする。④どのように生活が変わり、問題解決がされたのか、経過を追いかける。⑤シーティン

グ援助のあり方について評価を行う。 

 

３現場での指導や研修会 

シーティングの知識と技術と、スライディング・ボードやスライディング・シートを使った座位移乗方法につい

ての知識と技術を普及するために、現場での指導や研修会を行う。 

 




